
行政相談委員に長年従事

普段見られない設備公開
世界中を駆け回る青雲丸が寄港

御前崎地区で４月１日に第２層協議体が設置さ
れたことを受け、御前崎公民館研修室で５月24日、
市内で７地区目となる御前崎地区協議体の発足式が
開かれました。
生活支援コーディネーターには下村菊志さん（下
岬区）が任命され、御前崎地区の協議体では今後、
高齢者や障がい者ニーズを把握し、地域で支える体
制について話し合います。

親しまれる港づくりと御前崎港のにぎわい創出を
目的として、独立行政法人海技教育機構の協力によ
り、練習船「青雲丸」が５月24日から27日にかけて
御前崎港に初寄港しました。
青雲丸は、日本で初めての5000㌧型大型練習船
として就航。海運の担い手となる若い実習生を乗せ
て世界各地へ訓練航海をしており、日本の船員教育
の歴史に大きな足跡を残している船です。

総務省委嘱の民間ボランティアである行政相談委
員を退任した藤永芳江さん（東町）に５月21日、総
務省静岡行政監視行政相談センターの杉浦勝所長が
感謝状を贈呈しました。行政相談委員には、行政の
仕組みや手続きに関する相談、質問の受け付け、関
係行政機関に通知するといった役割があります。約
４年間務めた藤永さんは、「市のために頑張ろうと思
い続けてきた」と話しました。

アカウミガメ初産卵確認
産卵後の卵を丁寧に取り出す

白羽地区の薄原駐車場南側付近の海岸で５月20
日午前５時頃、アカウミガメの初上陸、初産卵が確
認されました。市が委嘱するウミガメ保護監視員が
発見。監視員は砂地を約60㌢掘り起こして135個
の卵を見つけ、近くのふ化場に運びました。
同区域担当者の澤部春市さんは「掘り起こして白
い卵をみると感動する。元気に育ってほしい」と話
しました。

藤永芳江さんへ総務省から感謝状

高齢者の暮らしを支援します御前崎地区協議体が発足
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